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 ♪愛知県立犬山高等学校 加藤 祐樹 さん （研修期間７月２２日、２６日～２９日） 

 こまき市民活動ネットワークでは５日間のインターンシップを通じて市民と行政、更に企業 

にかかわる幅広い業務に関わらせていただきました。 

 １日目は、行政と市民の協働に関する打ち合わせに参加いたしました。私は、普段主に契約 

や会計の仕事をしていて事業に携わる経験が無く、行政と団体とで共通の目標を持って対 

等な立場で解決策を議論していくことに新鮮さを感じました。資料作成では相手に見やす 

い資料作りを心がけるようにしました。普段、私が行っている業務では前年度の例に従って 

資料を作ることが多いので、どういった項目でまとめると相手に伝わりやすいか悩みまし 

た。資料をつくるその時々でより見やすいものを考えて作る大切さを学びました。 

 ２日目以降は、ＣＫＤ株式会社とこまき市民活動ネットワークが協働で取り組む子ども向けＣＳＲ活動イベントに、準

備を含めて３日間参加いたしました。子どもにモノづくりを体験してもらう場面では、予め準備をしていても予期

せぬ問題が発生することがあり、その都度臨機応変に対処していくことを覚えました。また参加された方々と接

し、感謝の声を直接聞きながら働けることにとてもやりがいを感じました。 

 この研修を通じて、何事も行政や市民が相手の立場に立って考えることが、問題解決に向けて大切だと学びま

した。また、立場の違う方たちが互いの強みを活かし、同じ目的を持って事業を行ったときのやりがいは素晴らし

いものだと思いました。 

 １週間のインターンシップを通じてたくさんの貴重な体験をさせていただく中で、こまき市民活動ネットワークの

方々は人を育て成長していくことをとても大切にしていらっしゃると感じました。このインターンシップの経験か

ら学んだ考え方や心がけを必ず今後の業務で活かしていきます。本当にありがとうございました。 

                              

 ♪愛知県企業庁 企業立地部 工務調整課 伊神 唯 さん （研修期間 8/2～8/6） 

 お恥ずかしながら、これまで NPO 法人という団体がどのような目的で活動をしているの 

かほとんど知りませんでした。しかし、こちらで 5 日間研修をさせていただいて分かったこ 

とは、皆さんがそれぞれ、こうしたらもっといい街になる！だからこういうことをする！と、 

しっかりとしたビジョンを持って活動されている、という事です。そういった NPO 法人によっ 

て行政ではカバーしきれない住民の細かな要望がサポートされている、と感じました。 

 また、行政や企業と協働したイベントやワークショップの打ち合わせ等、多くの活動に参加 

させていただいた中で、協働の重要性や利点、また、協働という定義の難しさについて考え 

させられました。これにより、普段の業務を違った角度から考える良いきっかけにもなりました。 

 そして、最終日のカゴメ株式会社小牧工場「こまきリコピン学校」の収穫祭では、子ども達の調理をサポートさせ

ていただきました。子ども達は生き生きと楽しそうに作業しており、こういった体験を積み重ねることによって子

どもの自主性や協調性、好奇心等が育まれていくのだろうな、と感じました。また、今回作ったトマトチキンカレー

やラブレのお漬物、トマトシャーベットは親御さんからもおいしいと好評で、子ども達も頑張った甲斐があっただろ

うなと嬉しく思いました。この事業に参加して、こういう笑顔にたくさん出会えることが、この仕事の目的であ

り、やりがいだと実感しました。 

 短い間でしたが、普段なら知り合う機会の少ない多くの方々にお会いでき、とても貴重な経験ができたと感じ

ています。私自身力不足でご迷惑をおかけしたと思いますが、大変勉強になった 5 日間でした。この経験を今後

の業務に活かせるよう励んでいきます。 

 

▲『モノづくりから学 

 ぶ理科教室』で工作 

 の補助をする加藤さん 

▲『こまきリコピン学校』 

 収穫祭で調理のサポ 

 ートをする伊神さん 

愛知県職員採用 2年目現場体験研修を終えて 

  愛知県では、採用 2 年目の職員研修の一環として、NPO 活動での業務を体験することにより、社会貢献や市

民活動の現状及びそのニーズについての認識を深め、多様な人々と交流・連携を図ることをねらいとして

「現場体験研修」を実施しています。今回、こまき市民活動ネットワークで受け入れを行った２名の方の感想を

紹介します。 
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竹下さんは平成28年 5月から菜園を始めたばかり。「野菜づくり

は想像していたより難しい！初めて作ったトウモロコシは虫が食っ

てしまい、楽しみにしていたのにとても残念でした」とのこと。どう

したら良かったのか、アドバイザーや仲間から教えてもらったそう

です。また竹下さんは初めて耕運機を使われたそうですが、「緊張

したけど楽しかったです」と話されました。次は家で作ることのでき

なかったダイコンやニンジンにチャレンジ！『自分の育てた野菜か

らタネ取りすること』を目標に頑張っています。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 仕事をしていたころは盆栽も枯らしていたと言う森田さん。定年退職後

は畑作業に興味を持ち、この菜園が開園された当初から熱心に通われて

います。今では作ったことのない野菜にチャレンジするほどの腕前！！ま

た、森田さんには畑作業の他に、山登り、ゴルフ、詩吟と趣味がたくさんあり

ます。「ゴルフや山登りは、どうしても成果を求めてしまう。菜園にいると自

然体で穏やかな気持ちでいられるから気が長くなった」と話されました。 

 森田さんは仲間との交流も大切にされており、春と秋に開催している収

穫祭も楽しみにしているとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池之内市民菜園

便り  

 

☆竹下 典子さん 

 

▲「橋本アドバイザーのおかげで続けて  

 こられた。これからもできる限り続け 
 ていきたい！」と森田さん 

▲突然のインタビューと写真撮影に、 
 少し緊張気味の竹下さん 

 

☆森田 穎
ひで

緒
お

さん 

 

平成 28 年 9月１日(木）池之内市民菜園に伺い、利用者さんにインタビューしてきました。 

 

平成２８年度大学連携市民講座 

外国人にとって わかりにくい日本語 社会のルールそして防災 
～外国の方に寄り添うために～ 

 小牧防災リーダー会が「外国人から見た『日本の災害・遭遇した災害』」と題して、外国人とかかわりのある５つの

災害をもとに、いつもの講座とはちょっと違う視点から防災を考える講座を開催します。ぜひ、ご参加ください。 

      

200 円 

№ 年月日 災害 備考 

１ 
１８２８.９．１７ 

（文政１１年８月９日） 

シーボルト台風 気圧測定等 

シーボルト事件 

２ １８５４．１１.４ 

（安政元年１２．２３） 

安政東海・南海地震 

ディアナ号遭難 西洋帆船建造 

３ 
稲村の火 

（小泉八雲） 

浜口儀兵衛 

（梧陵） 

４ 
１８９０年（明治２３年） 

９月１６日夜半の時化 

オスマントルコ帝国海軍

「エルトゥールル」遭難 

１００年前の恩返し 

5 
２０１１．３．１１(平成２３） 

東日本大震災（津波） 

トモダチ作戦 

（米軍の救援） 

日本人の対応 

米国からの救援等 

 

 

●日時 

 

●場所 

 

●講師 

 

●受講料 

 

●対象 

小牧防災リーダー会 
古谷順彦氏 

小牧市公民館 
視聴覚室 

平成２８年１１月５日（土） 
１０：００～１２：００ 

●申込・問合せ 

 こまなびサロンへ直接電話で申し込み。 

 受講料は講座当日支払い 

  電話 ０５６８-７７-８２６９ 

     ９：００～１７：００（月曜休み） 

 

外国人から見た『日本の災害・遭遇した災害』 

 

 

 

１８歳以上 
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  ２７日（木） 平成２８年度 第３回理事会 
  
 
  
   ６日（日）  池之内市民菜園収穫祭 
   ８日（火）  住友理工グループファクトリーダイアログ in 御嵩 
  ２５日（金）  第１回 市民活動・ボランティアのための分野別交流会 
 
 
 
   ８日（日）  第２回 ２市３町ふれあい協働フォーラム 
 
 
 
  ２８日(土)  まちのかたり場（予定） 
  ※第 3 回 ＮＰＯ講座（予定） 
 
 
 
 ※第２回 市民活動・ボランティアのための分野別交流会（予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

1０月後半～2月の予定 
≪新会員紹介≫（敬称略） 

Ｈ２８年7月以降ご入会 

♦市民活動団体  

しきの会 

    紙芝居どんぐり 

会員数 ２０９ 

（平成２８年１０月２５日現在） 

 個人  正会員（８３）・賛助会員（７） 

 市民活動団体（７９） 

 企業  正会員（２４）・賛助会員（７） 

 諸団体  正会員（８）・賛助会員（１） 

 

11 月 

12 月 

 2 月 

 

 

『一瞬で場をつかむ！プレゼン伝え方のルール』 
        著者：ラジオパーソナリティ 森本曜子 

                    同文館出版 

 

 

ネットワークニューズレター第 3１号 
◎発行・編集：特定非営利活動法人 こまき市民活動ネットワーク ◎発行日：２０１6 年１０月２５日 

〒４８５－００４１ 小牧市小牧二丁目１０７番地 小牧市公民館４階 

                   TEL：（０５６８）７４－４０１１ FAX：（０５６８）７４－４０７０   

e-mail：komaki.civic-net@me.ccnw.ne.jp   HP : http://www.npo-komaki.net/ 

 

INFORMATION 

 1 月 

 

10 月 

編集後記 

今年もあと２ヶ月！！ 年末に向けて、クローゼットの整理しようとタンスをあけてみると、ずっと着ていない服が・・・。昨年の今頃も同じこ
とをしていたなぁと思い出しました。年を重ねるごとに１年があっという間に過ぎていくように感じるのは私だけでしょうか。（K) 
 

おめでとうございます！ 

助成金の公開審査で求められるプレゼン。あるいは初顔合わせの会議での自己紹介。「緊張し

て思うように話せなかった～」という経験はありませんか？本書では、いつでも、どこでも、誰

とでも、自分のペースで話せるようになる「伝わる伝え方」のコツを、話し方のプロがわかりや

すく教えています。「話し方しだいで、相手の納得・共感はぐんと変わります」と著者の森本さん。

場の空気の温め方や、声の出し方など、役立つヒントがいっぱいです。 

 
こまき市民活動ネットワーク会員には、本書の貸し出しをしています。事務局で閲覧もできます。詳しくは事務局までお尋
ねください。 

 
 
 

事務局スタッフの海田さんが、 

８月１９日、無事女の子を出産 

されました。名前は 

「ひかり」ちゃん。 

先日２人で事務局を 

訪れ、元気な姿を見 

せてくださいました。 


